
平成25年３月橋本市議会定例会会議録（第３号）その５ 

平成25年３月５日（火） 

                                           

                                        

（午後１時00分 再開） 

○議長（井上勝彦君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番12、16番 堀内君。 

〔16番（堀内和久君）登壇〕 

○16番（堀内和久君）堀内でございます。お

昼一番ということで、議長のお許しをいただ

きましたので一般質問させていただきます。 

 私は一つしかないんですけども、至ってシ

ンプルで単純な観点から、市議会議員になら

せていただく前からずっと思っていたことを

きょうはちょっとだけお聞きしたいなと思い

まして、通告に載せました。 

 ＰＲ・広告の件なんですけども、広告とい

いますと、いろんなチラシとかいろいろある

と思うんですけども、いいこと、悪いこと別

として、人の口コミほどやっぱり伝わること

というのは早いというか、口コミが一番やっ

ぱり最大のＰＲであると僕はいつも考えるん

です。でも、行政のええこと、悪いこととい

うのは、悪いことというのは広まっていくと

きというのは、たまに残念ながらあるんです

けども、いい条例ができたり、いろんなこん

なイベントをやっているということ、市職員

が一生懸命やっているという、こういうこと

というのはなかなか伝わらないので、いろん

な一般質問等、答弁を聞きますと、きょうも

あったんですけども、広報、ホームページで

伝えていきます、努力します。なかなかこれ

が伝わらないと思います。そういう生活の観

点の中から素朴な質問をさせていただきます。 

 橋本市と書いてある公用車でございますが、

１日に何台もすれ違ったり出会ったり、いろ

んなところで見ます。和歌山県の公用車は当

然のごとく国体のステッカーをよく見かける

わけでございますが、過去の質問において、

広報、ホームページ、ＰＲ、周知に努めると

ご答弁をいただく場合があります。大変前向

きでありがたいのですが、それだけでなく公

用車を利用し、市民の目にとまるような、そ

して目立つような磁石、ステッカーなど、周

知に取り組んでいただきたく、檀上からの質

問です。 

 ①和歌山国体における市内の競技ＰＲを早

くしていただけませんか。 

 ②最近の市の条例、市単独の補助金などＰ

Ｒしてみてはいかがですか。 

 ③現在、国の史跡に向けての高野七口黒河

道はいかがですか。 

 ④橋本市のイベントや特産物についてはい

かがですか。 

 ⑤コミュニティバスなどでのＰＲ。 

 少し通告がからずれたら申しわけないんで

すけども、市民病院とかもバスがあるんやな

と後から思ったんですけど、これは通告外な

ので結構です。 

 明確なご答弁をお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）16番 堀内君の公用車

などでの広告ＰＲに関する質問に対する答弁

を求めます。 

 企画部長。 

〔企画部長（森口清隆君）登壇〕 

○企画部長（森口清隆君）橋本市公用車での

広告・ＰＲについての質問にお答えします。 

 本市では、橋本の認知度とイメージの向上

を図り、地域の独自性を生かしたまちづくり

を進める上で、このまちのさまざまな特性、
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魅力、可能性を市内外に向けて積極的に発信

していくことが重要であると考えています。 

 その情報発信の手段として、中心になって

いるのが広報誌とインターネット上で公開し

ている市ホームページ及び市フェイスブック

ページです。 

 広報紙については年12回の発行となってい

ますが、年々ページ数が増えており、読みや

すさとともに内容の充実を図っているところ

です。 

 次にホームページについては、平成25年４

月からの全面リニューアルに向けて新システ

ムの構築が最終段階に来ているところです。

新しいシステムでは、市の行政情報に加えて

紀の国わかやま国体の準備状況や開催競技な

どの情報を掲載した特設ページや、観光情報

をピックアップした専用ページができる予定

です。また、英語、中国語、韓国語への翻訳

機能も持っており、外国人観光客などの誘致

に大きな戦力になると考えています。 

 さらに市フェイスブックページとの連携が

可能となり、ホームページに掲載した特定の

情報を即座に市や個人のフェイスブックペー

ジから閲覧できる機能を備える予定です。 

 このように広報活動を充実し、市内外への

情報発信力を強化する中で、議員おただしの

市公用車にマグネットステッカーを張るなど

の広報活動の取り組みについてですが、まず、

紀の国わかやま国体における市の競技のＰＲ

については、平成25年度に紀の国わかやま国

体橋本市実行委員会において懸垂幕や看板、

そして議員ご提案のマグネットステッカーな

どを作製する予定で、市の開催競技を市民の

皆さまに周知するとともに、全国から集まる

選手、応援団を歓迎する機運を高めていきた

いと考えています。 

 次に、市条例や市補助事業のＰＲについて

ですが、各所管において新規事業や重点施策

などを取り上げましてＰＲすることで、これ

らの事業の効果を増し、市民サービスの向上

につながるのではないかと期待できます。 

 高野七口の一つである黒河道のＰＲについ

てですが、現在、平成26年に国の史跡指定を

受けるための準備を進めているところです。

仮に国の史跡指定を受けることができました

ら、最終目標である世界遺産の追加登録を目

指していきたいと考えています。本市にも世

界遺産が誕生するという、この上もない夢の

実現に向けて、市を挙げて盛り上げるために

も取り組んでいきたいと考えています。 

 次に、市のイベントや特産物についてです

が、紀ノ川まつりや紀ノ川カッパまつりにか

わり、来年度に開催が予定されている（仮称）

橋本市民祭りをはじめ、まっせ・はしもと、

花と緑のリサイクル花まつり、市民総合体育

大会、橋本マラソン、公民館事業などの数々

のイベントや柿、卵、紀州へら竿、パイル織

物などの特産物について、その時季に合わせ、

ＰＲすることでイベントへの参加者や特産品

の売り上げに効果が期待できるのではないか

と考えます。 

 最後にコミュニティバスでのＰＲですが、

現在、コミュニティバスは小型路線バス、（乗

車定員32名）を２台、ワゴンタイプ（乗車定

員12名）を２台（予備車１台を含む）運行を

しています。マグネットシートによる広報に

ついては、選挙投票呼びかけを以前に行って

おり、車体にあしらっているさつきを一部隠

すことにはなりますが、あまり大きなシート

でなければ可能であると考えます。 

 以上のように、マグネットシートを使用し、

市公用車を活用した広報活動については一定

の効果が見られるのではないかと考えていま

す。また、職員が業務を遂行している間に広

報活動ができることから、効率的でもありま

す。 
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 したがいまして、各所管において、本広報

活動によって事業効果が上がるものを精査し、

予算の範囲内で取り組んでいけるよう努めて

まいりますので、よろしくご理解の程お願い

申し上げます。 

○議長（井上勝彦君）16番 堀内君、再質問

ありますか。 

 16番 堀内君。 

○16番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 基本的に前向きなご答弁をいただいている

ので、過去最高ではないかなと思います。大

変再質問しにくいんですけども、せっかく50

分ありますので、ゆっくり行きたいと思いま

す。 

 ①番に移る前なんですけども、情報発信の

中心が広報、ホームページとのご答弁ですけ

ども、それらをもっと、ホームページを開い

て見ていただくための努力というのは何かプ

ラスアルファというのは考えておられますか。

もしお答えできたらで結構です。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）現在、先ほども檀

上から申し上げましたように、全面的なリニ

ューアルということで、この４月からご期待

していただいて、本当に期待倒れにならんと

思います。かなり担当のほうではいろいろと

勉強いたしまして、大変見やすく、また先ほ

ども申しましたように、内容も充実しており

ます。その辺でかなり効果が出るのではない

かなと。 

 先日の５番議員のご質問でもちょっとお話

ししたかったんですけども、新婚世帯の補助

金等については若い世帯がかなり住宅取得に

おいては数多くいるのではないかと。そうい

うときにはフェイスブック等でかなり効果的

に情報を発信できますので、有効に活用いた

だけるのではないかなと、このように思って

おります。４月からの置きかえということに

なりますので、４月になれば、皆さん一度ご

覧いただきたいと、このように思います。 

○議長（井上勝彦君）16番 堀内君。 

○16番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 先ほどのご答弁でもう一つお聞きしたいん

ですけども、観光情報をピックアップした専

用ページという言葉が出たと思うんですけど

も、こういうのは具体的に何かあるんですか。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）専用ページなんで

すけども、特設ページと専用ページというこ

とで分けておるわけなんですけども、専用ペ

ージにつきましては、今のところ要するには

いってくるところが商工観光課から入り、ま

た観光協会についてはそのままダイレクトに

のぞいていけるんですけども、うちのＰＲ等

につきましては、一度商工観光課へ入ってい

っていただくような形になるんですけども、

この中でも内容についてはかなりうちのほう

でも汗をかかないかんところはありました。

それで内容についてもかなりボリュームアッ

プもしてございます。そういうページを専用

ページで持ったということでございます。 

○議長（井上勝彦君）16番 堀内君。 

○16番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 あとフェイスブックとかもお言葉が出たの

でもう聞く必要はないかなと。フェイスブッ

クは皆さんご存じのとおり、すごく使い勝手

がいいというか。 

 フェイスブックの職員の利用、行政視察に

行ったときなんですけど、以前、１月の末で

すかね。ちょっと話がそれたら申しわけない

です。フェイスブックのことなんですけども、

１月の末に経済建設委員会で視察に佐賀県の

武雄市に行かせていただきました。そのとき

に武雄市というのはお若い市長で、よくテレ

ビに出られている方なんですけども、図書館

をツタヤに委託するとか、ホームページ自体
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をもうフェイスブックにしてしまうとか、同

僚議員も何人か行ってるんですけど、私の携

帯からもフェイスブック、武雄市にアクセス

してみたんですけど、向こうからぼんぼん送

ってくるんですね。そういうのも今後検討の

一つというか要望の一つにしていただきたい

と思います。答弁は結構でございます。 

 それでは、①番に移らせていただきたいと

思います。 

 この１番から４番、重ねていってもいいと

ころなんですけども、国体でいいましたら理

事ですかね。条例の補助金、ごみの週１化と

か、ここら辺は市民部長、小学校医療費無償

化とかは健康福祉部長など、火災報知機付け

れよというシールというたら消防長になるん

かなとか、黒河道でいうたら教育委員会、イ

ベント等でいうたら経済部長、コミュニティ

バスは総務、いろいろあると思うんですけど、

その中で前向きなご答弁をいただけそうな人

に二、三人おつき合いいただいたらと思いま

す。 

 簡単な質問なんですけど、マグネットステ

ッカーなどの制作予定というのは、具体的に

いつからの予定を①番なので、国体のステッ

カー、企画部長にお尋ね申し上げます。いつ

からの予定ですか。マグネット１個、だいた

いいくらぐらいの予算と認識しておられます

か。お願いします。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）実は、このマグネ

ットシートなんですけども、実際私どものほ

うで既に購入をいたしまして、実は昨日入っ

てまいりました。それで堀内議員からこのお

話を聞きまして、これはもう職員が逆にこう

いう発想をしないかんのかなと思って大変反

省はしておるんですけども、その中で、マグ

ネットシートを２枚１組で今買いましたのが、

1,500円でございます。そんなには大きくない

んですけども、十分効果の出る大きさでござ

います。そして朝からうちの担当のほうに国

体用の何か一回書いてくれということでつく

りました。簡単につくれます。そのマグネッ

ト台は別にして、シールが上に張られており

まして、そのシールにパソコンで打ち込める

ということで、カラープリンターであれば、

かなりきれいに仕上がりました。今回試しま

したのは国体用のを試したんですけども、あ

くまでも試しということです。 

 長い話になるんですけども、これにつきま

しての予算は、先ほど申しましたように、そ

んなに本当にかからなない予算で、消耗品で

購入できるかなと思いますので、時期等につ

いても、できるだけとなるんですけども、こ

れはかなり公用車でということで発信力のあ

る啓発になりますので、その辺やっぱり取り

決め等、ルールを一定決める必要もございま

すので、その辺、ＰＲする課とＰＲのようし

ない課がひょっとしたらあるかわかりません

ので、その辺もあわせてルールづくりをして

いきたいなと、このように考えております。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）16番 堀内君。 

○16番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 ①番につきましては、国体の質問はほかの

議員も毎回のようにやっていただいておるん

で、早急につくっていただいているというこ

とは張っていただいて走っていただくという

ことでよろしくお願いいたします。 

 ②番なんですけども、これも申しわけござ

いません。企画部長にお答えいただきたいん

です。 

 まず、公平な市民サービスである、ごみの

週１化というんですかね。小学校医療費無償

など、もっと市民に知っていただきたいです

し、先日の５番議員の質問の答弁でもありま

したけども、住宅補助が34件、情報発信の源
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というのが広報関係が40％、住宅が50％、き

のうメモを忘れてしまって、５番議員に夜電

話したんですけど、平成24年４月から平成25

年２月ぐらいまでで市内で婚姻届提出という

のがだいたい200件以上あります。全員が家を

建てるわけではありませんけども、その人ら

は果たして知っていたんかなと。あと、結婚

３年以内というルールやったと思うので、そ

ういうのもやっぱり婚姻届を出すところのカ

ウンターにそういうのがあるんだよとか、も

う一歩勇気を出したら家を買えるんかなとか、

結構ぎりぎりの方っていてると思うんです。

若い間に頑張って家を建ててもうたら、ふる

さとで永住できるというのがかなう。一歩ず

つ近づけていってほしいと。行政のほうから、

僕らも呼びかけやないかんと。そういったこ

とで、条例や補助金というのが知った者勝ち

ではなくて、弱者やお年寄り、これからの若

い人に使っていただきたいというふうに私は

思うんですけど、企画部長、いかがですか。 

○議長（井上勝彦君）企画部長。 

○企画部長（森口清隆君）ただ今のご質問で

ございますが、全くそのとおりだと思います。

私どものほうでもできる限り精一杯情報発信

しておるという認識ではおるんですけども、

やはりいろんな手段を講じて発信していかね

ばならんと。特に補助金等のことになると、

それを知っておると知っておらないのでは市

民の皆さま、上下かなり違いますので、その

辺については今後とも十分に発信をしていき

たい、努力をしていきたいと、このように思

います。 

○議長（井上勝彦君）16番 堀内君。 

○16番（堀内和久君）大変ありがとうござい

ます。 

 そこまで考えていただいてたら大丈夫かな

と思います。 

 ③番、④番に移りたいと思います。一緒に

ご答弁いただきたいんですけど、黒河道は教

育委員会かなと思ったんですけど、観光の角

度から見てということと、一番前向きなご答

弁をいただける経済部長にお答えいただきた

い。 

 仮称市民まつりとかそういうのは、紀ノ川

まつり、カッパまつりが一緒になって次から

やっていかなあかんことをもっと周知してい

かなあかん。我々議員も、ほかの議員も聞か

れると思うんです。次からどこになるんなと

かいろいろ聞かれると思うんです。また夏に

なってきたら、もっとこういう話題が出てく

ると思うんです。先手先手で広報だけじゃな

くてＰＲしていただきたいということで、特

に日本一の柿ですかね。公用車の１台ぐらい

柿色の車があってもええかいなと僕は個人的

には思うんです。個人的な話なので、パイル

であったりへら竿であったり、そういうのも

もっとステッカーでやっていっていただきた

いと。値段も安いですし。経済部長の観点か

らはいかがですか。 

○議長（井上勝彦君）経済部長。 

○経済部長（浦 彰伸君）そしたらまず１点

目の黒河道についてでございますけれども、

黒河道につきましては、既に担当の観光関係

の部署では一昨年度に黒河道のマップをつく

らせていただいたところでございます。そう

いったマップをつくるというのも、これも世

界遺産のルートとは若干違うところがあるわ

けです。なぜかといいましたら、やはり一般

市民の方に黒河道に来ていただくという目的

あるいはまた黒河道、それ一体どこの道よと

いうのを皆さんに周知していくというのが一

つの目的でございます。ルート確定が目的で

はございませんでした。 

 そういった意味合いで、ただ今議員からお

ただしのステッカーによる広報というんです

か、そういったことについては全く方向性は
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同じかなというふうに私は考えてございます。

そういったことで、先ほど来からも費用的に

もあまりかからないということでございます。

また車の両側面に張って皆さんに知っていた

だくということが目的でございます。黒河道

の場合につきましては、皆さんにステッカー

を張って、車の側面に張って見ていただいて、

そして見た者がそれを見てやっぱり黒河に来

ていただくというところまでのステップを考

えてもらえるようなマグネットステッカーを

考えていければなと。ただ単に黒河道を世界

遺産登録とかいう標語的な言葉だけではなし

に、イベントをやっておる経済部の中で考え

た場合にも、やはり黒河道に一人でも多くの

皆さんに来ていただいて親しみを持っていた

だく。そして世界遺産登録に向けての機運を

高めていくという意味合いでのご協力をさせ

ていきたいというふうな考え方でおりますの

で、できる限り早い段階で取り組みをやって

いきたいというふうに考えておるところでご

ざいます。 

 それとまたイベントについてでございます。

今の紀ノ川まつり、あるいは紀ノ川カッパま

つりについては平成25年度では統合するとい

うことも打ち出してございまして、それの周

知という意味合いでもマグネットステッカー

の使用は大きな効果があるのかなというふう

に考えておるところでございます。それも何

らかの形で一工夫をしていかないことには、

何とかまつりがいつ開催というだけでは、も

うひとつ皆さんに見ていただく、市民に共感

していただけるのかと。ただ単にポスターが

わりにステッカーつくったんかなというふう

にもとられたくないということもございます

ので、若干工夫も凝らしていく必要があるの

かなというふうに思います。 

 あと、産品関係でございます。今も柿の話

が出たわけでございますけれども、まず第一

にやっぱり柿が出てくるわけでございますけ

ども、橋本の産品は柿、卵、また紀州へら竿、

これもきのうも述べさせていただきましたよ

うに、伝産法での指定が成る予定やというよ

うなこともございます。また高野口町のパイ

ル織物の関係もございまして、やはりそうい

ったことを全体的に柿にこだわらずに、いろ

んな産品をどないＰＲしていくのかというこ

とを担当課のほうで精査し、緊急度の高いも

のからやはり取り組んでいくという形で考え

てございます。誠に費用もかからずにＰＲで

きるええ手法かなというふうに同感でござい

ますので、また議員からもいろんなアドバイ

スをいただけたらというふうに考えておると

ころでございます。 

○議長（井上勝彦君）16番 堀内君。 

○16番（堀内和久君）大変ありがたいご答弁、

ありがとうございます。 

 部長もおっしゃったように、前向きにやっ

ていくというのは方向性は同じやと思うので、

あとは担当の優先順位というんですか、これ

を先行こうか、あれを先行こうかではなくて、

部長同士お話ししていただいて、うちはこれ

を出すからとか、前向きな、取り合いになる

ようなそういうふうな感じの会議をしていた

だけたらと思います。 

 一つ付け加えさせていただきますけども、

マグネットシールに対して、今よくテレビと

か見てたら、何とかドット検索とか、最後に

コマーシャルであるじゃないですか。ああい

うのをはてなマークを付けて問うてみるとか、

それを検索をかけさせることによってどこへ

行くんやろうとか、多分結構あると思うので、

ちょっといたずら心というか、楽しみも、あ

れはＵＲＬというんですかね。ああいうやつ

にマグネットシールを付けていただたら、明

るく楽しい心に残るような、少しでも市のホ

ームページにつながっていくというふうな感
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じに持っていっていただきたいと思います。 

 最後の⑤番なんですけども、これが一番の

ポイントだと私は思うんですが、総務部長に

お答えをいただきたいと思います。 

 このバスこそが本市の走る広告塔であると。

一定の場所を一定の時間にきっちり行くと。

人を乗せるバスこそが広告であると私は思い

ます。先ほどの企画部長のご答弁で、さつき

が一部隠れるというのを聞いたように思うん

ですけども、私個人的な話ばかりして申しわ

けないんですけど、さつきよりも市のＰＲの

ほうが大事だと思いませんか。 

○議長（井上勝彦君）総務部長。 

○総務部長（森川嘉久君）さつきとＰＲとと

いう比較でのご答弁というのは、なかなかで

きにくいんですけども、ご存じのようにさつ

きは本市の木になっておりまして、そういう

面もあってきれいな形のデザインの新しいバ

スを導入してきたという経過がございまして、

担当者としては、あのデザインにかなり思い

入れがございますので、ほかのものを張りた

くないなという、若干そういう気持ちはある

ようでございますけども、市として広報戦略

はもちろん大事でございますので、全体とし

てそういう形で進めていくということでござ

いましたら、議員おっしゃるとおりコミュニ

ティバスというのは一つの媒体として重要な

媒体でございますので、使っていくという形

で進めさせていただきたいと思います。 

 さつきは本市の木と申し上げましたが、花

でございましたので、申しわけございません。 

○議長（井上勝彦君）16番 堀内君。 

○16番（堀内和久君）一部隠してというのも

わかるんですけども、やっぱりバスなので、

大きくいこうと思ったら、いたし方ない部分

というのは出てくると思うんです。 

 もう一つなんですけど、今までの広告とい

うのは、基本的には市のＰＲであって無料広

告扱いという観点で思っているんですけども、

逆にバスに関しては、有料広告というのもい

けると思うんです、募集して。なぜこんなこ

とを言うかというと、僕は何の一般質問をす

るんでも割とそういう考え方をするんですけ

ど、この間の中学校医療費の話をしたら怒ら

れるかもわからないですけど、この分をぶち

込むのにこっちの分を軽減してこっちへ持っ

てくる。そういうふうな考え方というのは大

事やと思うんです。ほかの議員の皆さんもい

ろんなお金付けてよ、予算付けてよというの

は、どこから持ってくるのよと絶対やっぱり

どっかでつまずくところ、絶対お金となると

思うんです。この有料広告で、もしこれ募集

してバスの後ろなり何なり広告料というのが

発生して、その分でいつものようにお金に色

を付けておいて、これは広告代ですというふ

うに持っていったらさらにおしゃれで大きな

ものになるんちゃうかなと、そういうふうに

思うんですけど、有料広告については総務部

長、いかがですか。 

○議長（井上勝彦君）総務部長。 

○総務部長（森川嘉久君）実は有料広告の件

に関しましては、先行して庁内でも検討委員

会等がございまして進めておるところでござ

います。それで、車体の広告という話も出て

おりまして、議員ご指摘のとおり、コミュニ

ティバスについても一つの対象ではあるんで

すけども、先ほど申し上げました美観の点も

あって現在、あまり進んでいないのが現状で

ございます。 

 それからコミュニティバスに関しましては、

車内には一応広告のできる形の設備をしてあ

るんですけども、乗車人員の件もございます

ので、広告主の方が応募していただけるとい

うのは比較的外の広告ということになるのか

なとは思います。それについては現在もずっ

と検討中でございますので、広報のほうが先

－114－ 



になるか有料広告が先になるかわかりません

けども、引き続いて検討してまいりたいとい

うふうに考えます。 

 こういうふうな感じで市のＰＲというのは

とことん若い職員とか女性の方とかいろんな

方に、上司の方から問いかけて、どうや、こ

れどう思うとか、そんなふうに20代、30代の

職員のほうが見ておる観点というのは結構い

いところを見ておると思うんです。そんなん

も取り入れて部課長の意見と足して２で割っ

て、うまいことやっていったらありがたいな

と思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（井上勝彦君）16番 堀内君。 

○16番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 できたら強く要望というか、有料広告にも

っと積極的に取り組んでいただきたいと思い

ます。 

 並行して通告外で申しわけないです。市民

病院のバスというのが一定の橋本駅、市民病

院区間走っておりますので、もしよかったら

コミュニティバスの次ぐらいで結構ですので、

ご検討だけいただけたらと思います。答弁い

ただかなくても結構です。よろしくお願いい

たします。 

 以上で終わります。 

○議長（井上勝彦君）16番 堀内君の一般質

問は終わりました。 

   

 最後になりましたけども、きょうは副市長

の声をいっこも聞いてないので、全体的に何

かええ案というか、もうちょっと女性の観点

から見て、こんなふうにしたらはとかあった

ら何かあればよろしくお願いします。 

○議長（井上勝彦君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）なかなか女性の観点

と言われても、私もぱっとは出てこないんで

すけれども、ただ今回、堀内議員からご提案

いただいた内容というのは、本当にすごい当

たり前のようで、だれでも提案できるような

内容であるのに、言われるまで気がもうひと

つつかなかったという部分が、すごくいいご

提案をいただいたと思っておりますので、そ

れぞれの所属で自分のところのＰＲをしたい

ものというのは必ず持ってございますので、

いい形でそれを実現させていきたいというふ

うに考えております。ありがとうございまし

た。 

○議長（井上勝彦君）16番 堀内君。 

○16番（堀内和久君）すいません。いきなり

振ってしまって申し訳ないです。大変ありが

たいお言葉、ありがとうございます。 
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